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くらしの広場・i

～5つの島をめぐる
　　楽しいお祭り広場へ～

雪の国には愛があった

雪の国にはロマンがあった

雪の国には夢があった

雪の国にはふるさとがあっ

雪の国には人の心の深さガ
　
た
　
つ
た
あ
つ
が
あ
さ

ふるさと広場

晒粕55年2月4日

～白い妖精との

　素敵なであい～
塞

ロ
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会場　十日町小学校グラウンド

時間　9日（土）　12二〇〇～23：00

　　　10日　（日）　　9：00～15：00

おもな行事

　9日　14二〇〇～15：30　フォークコンサート

15二30～16：00　東小トランペット鼓隊　16：00

～16二30　市民吹奏楽団　19：00大たき火点火

20：00～22：00　雪上ディスコ　10日　ウルトラ

マンショー（1回目）10：30～11二15　（2回目）

12：40～13二25　きものショー11：30～12：20

きもの撮影会　13：．40～14二30

　青年学級演劇公演r与作物語」rブス」

　10目　1回目10二〇〇～　2回目14二〇〇～

《たばこ吹いあて大会、雪上トリムコース、雪ま

つ1）スタンプ、貸物コーナー、売店》

　　　　　セ
　　　鉾竺　　　　　知恵と楽しさ～

会場　織物組合加工部跡地

時間　9日（土）　12：00～21：00

　　　10日　　（日）　　　10：00～15：00

おもな行事

　9日　13：30～14：00雪まつり開会式（各広場紹

介、ミス札幌紹介）　10日　13：00～14：（X）東京12

チャンネル「日本縦断民謡大全集」録画収録　郷土芸

能紹介、民謡のど自慢、灯ちん奉納など

　司会三笑亭夢之助
《コシヒカリ号雪上遊覧、くr）しの家で竹細工、ワラ

細工実演、売店》

コミュニテイ広場

ワンパク広場
（

顔
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～憧れと夢と

　　　冒険～
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会場　睦社十日町工場跡地

時間　9日（土）　12二〇〇～21：00

　　10日（日）　10二〇〇～15：00

おもな行事

《ラクダに乗って雪上遊覧、雪上動物園（カラフト

犬、アイベックス、ラクダなど）、雪上アスレチッ

ク、迷路、特設つり堀り、動物のぬいぐるみと遊

ぼう、売店、まとあて》

～雪国の情緒と

　心のふれあい～
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会場　十日町高校グラウンド

時間　9日（土）　12二〇〇～21：00

　　　10日（日）　10二〇〇～15：00

おもな行事

　雪上茶室　一9日　14：00～17二〇〇　18：00～20二〇〇

　10日　10二〇〇～14：00

《雪の十日町展、節季市、ボブスレー、郷土人形雪ん

子販売、秋山郷木鉢、松之山野鳥こけし、赤倉ワラ細

工製作実演、売店》

愛とロマンの広場

～平和と奉仕への

　　　いざない～

／ん》■

－

会場　立正佼成会十日町教会用地

時間　9日（土）　12：00～21：00

　　　10日（日）　10：00～18二〇〇

おもな行事

　10日　14二〇〇～15：40　郷土芸能と民踊の祭典（出

演　川西町高倉小児童、西小児童、赤倉神楽保存会、

石ばかち保存会、十日町大太鼓、美野里会）

14：40～15二〇〇　雪の芸術作品表彰式

17：00～18：00　さよなら第31回雪まつり

《子供相撲、宝さがし、もちつき、ホンヤラドウ、売店》

　　崩　榊榊．
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恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
し
つ
ど

こ
で
、
あ
な
た
や
ご
家
族
の
身
に
ふ

り
か
か
っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
年
額
三
百

五
十
円
の
掛
金
で
、
お
互
い
が
助
け

合
う
た
め
の
交
通
災
害
共
済
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
年
も
昭
和
五
十
五
年

度
の
加
入
者
を
募
集
し
ま
す
。
い
ま

老
人
や
子
供
の
事
故
が
ふ
え
て
い
ま

す
．
家
族
全
員
で
加
入
さ
れ
ま
す
よ

灘鵜
譲

w郷鎗

　
　
　
臨

、
澱
、
蟻

・
賎
、

・
織

鰯

劉
蒼

転．、．義

う
お
す
す
め
し
ま
す
。

会
員
の
資
格
　
昭
和
五
十
五
年
四
月

　
一
日
現
在
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
か

た
は
、
年
齢
に
制
限
な
く
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
市
外

に
転
出
し
て
も
、
そ
の
資
格
は
失
わ

れ
ま
せ
ん
。

会
費
（
掛
金
）
　
一
人
年
額
三
百
五

十
円
。
大
人
も
子
供
も
同
額
で
す
。

四
月
一
日
以
後
に
加
入
す
る
場
合
も

同
額
で
す
。

‡
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－
十
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－
十
十
・
十
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・
十
†
十
‡
十
・
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†
十
十
■
十

　
　
　
難
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を
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の
　
の
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れ
こ
　
識
へ
特

止
だ
㍉
標
糊
、

　
　
　
な
カ
　
。
、
、
は

防
。
す
す
保
め
に

　
　
　
す
ま
で
確
と
保
。

故
懐
り
態
の
つ
確
す

　
　
　
し
あ
状
路
に
全
ま

事
て
所
な
回
止
安
し

　
　
　
し
力
険
う
防
の
た

れ
発
餌
危
や
故
時
い

　
　
　
多
に
に
除
事
校
い

だ
が
内
常
排
れ
下
願

　
　
　
れ
市
非
の
だ
登
お

な
だ
あ
庇
な
の
を

　
　
　
な
は
た
雪
ど
徒
慮

　
　
　
　
所
の
　
な
生
配

共
済
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一

日
か
ら
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
．
昭
和
五
十
五
年
四
且
一
日

以
後
に
中
途
加
入
し
た
場
合
は
、
会

費
納
入
日
の
翌
目
か
ら
昭
和
五
十
六

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
．

加
入
申
し
込
み
期
間
　
昭
和
五
十
五

年
三
月
一
日
か
ら
、
い
つ
で
も
受
付

け
て
い
ま
す
。

加
入
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
で
加

入
申
し
込
み
書
を
嘱
託
員
に
配
布
し

て
あ
り
ま
す
の
’
．
＼
加
入
希
望
者
は

申
し
込
み
書
に
会
費
を
添
え
て
申
丸

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

加
入
申
し
込
み
先
（
会
費
払
込
み
）

○
嘱
託
員
（
隣
組
長
等
）
が
取
り
ま

と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ
。

○
取
り
ま
と
め
し
な
い
町
内
は
、
直

接
市
役
所
（
環
境
課
交
通
安
全
係
）

か
市
農
協
各
支
所
ま
た
は
、
市
内
各

金
融
機
関
（
労
金
は
除
く
）
へ
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

会
員
証
の
交
付
　
会
費
領
収
事
務
手

続
き
が
済
み
し
だ
い
会
員
証
を
作
成

し
、
各
町
内
の
嘱
託
員
を
通
じ
、
五

月
頃
お
届
け
し
ま
す
。

見
舞
金
の
請
求
手
続
　
書
類
は
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。
手
続
上
の
説
明
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員
証
を
持
参

の
う
え
、
市
役
所
環
境
課
交
通
安
全

係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
．

見
舞
金
の
請
求
期
間
　
事
故
の
あ
っ

た
目
か
ら
一
年
以
内
。

見
舞
金
の
額
　
死
亡
の
場
合
の
百
万

円
を
最
高
に
、
治
療
の
程
度
に
よ
り

九
等
級
の
二
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
（
詳
し
く
は
一
諸
に
お
配
り
し
た
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
交
通
事

故ω
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
。

回
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
耕

う
ん
機
、
汽
車
等
の
運
行
中
の
人
身

事
故
（
幼
児
用
自
転
車
は
除
く
）

ω
い
わ
ゆ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死

亡
、
傷
害
を
受
け
た
場
合
で
、
日
本

国
内
に
お
け
る
事
故
。
※
航
空
機
や

船
舶
の
事
故
は
、
対
象
外
で
す
。

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合

ω
無
免
許
ま
た
は
飲
酒
（
酒
気
お
び
）

運
転
に
よ
る
運
転
者
及
び
同
乗
者
。

回
加
入
者
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
に

な
る
人
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
場
合
。

ω
天
災
地
変
に
起
因
す
る
場
合
。

伺
事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
を
経

過
し
た
場
合
。

㈲
事
故
で
治
療
し
た
日
が
七
日
未
満

の
場
合
。



省エネ特急夢で走る999（本町4商店振興組合青年部）

　　議事堂襲撃（中央クラブ）●商工会議所会頭

降雪にもめげずパレードで演奏する市民吹奏楽団

甕四
ラクダくん大奮闘！

畠

禰睦膨
熱演（郷土芸能と
良踊の祭典）
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二
億
一
、
六
四
七
万
円

額済出支

二
億
二
、
六
四
六
万
円

額済入収

三
億
三
、
八
三
五
万
円

額算予

四
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

五
十
五
年
二
月
一
日

　
　
十
日
町
市
・
川
酉
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

組合債の状況

建物

金
債
　
社

甘
蕊
公

土地

4，731㎡

110万円

施設所在

市町村よ

り借地

縦”・凸『

ψ
γ
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し尿処理施設 2億8，310万円

ごみ処理施設 1億5，167万円

埋立地整備 668万円

清　　掃　　車 26万円

計 4億4，171万円

雪を白い友だちにして

雪と織物と光（花火）が見事に調和しあった
雪上カーニバルステージr古都の雅」

　鷺P

羅警磨墜

鄭く一く…魏鞭
（単位万円）

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 52，447 41，841
　％
80 39，021

　％
74

総合福祉セン

ター特別会計
1，408 1，369 97 820 58

と畜場事業

特別会計
3，945 3，681 93 2，666 68

計 57，800 46，891 81 42，507 74

市町村別負担金状況
　　　　　（単位万円）

中里村

5，226

10％

津南町

1億2，224
　　　　総額
　23％　5億

　　　2，679万円

川西町
8，935

17％

十日町市
2億

　6，294

　50％

組合債の状況（単位万円）

目的（事業名） 金額

総合福祉セン

ター建設事業
3，742

と　畜　場

整備事業
14，483

消防庁舎消防

施設整備事業
12，090

計 30，315

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

管
理
者
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
二
月
～
日
　
　
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

盛．

地元から選ばれた34名のモデルがあでやかに
雪上に舞うきものショー

◎
こ
の
人
に
聞

　
第
三
十
一
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
二

月
九
・
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日

間
で
三
十
万
余
人
の
人
出
を
記
録
し
、

市
街
地
、
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
、
五
つ
の

広
場
な
ど
、
市
内
い
っ
ぱ
い
に
人
々
の

輪
が
広
が
り
大
成
功
で
し
た
。

　
昨
年
か
ら
の
「
五
つ
の
広
場
」
方
式

も
す
っ
か
り
定
着
し
、
ま
た
雪
の
芸
術

作
品
の
出
展
も
例
年
よ
り
増
え
た
こ
と

な
ど
、
三
材
に
も
達
す
る
豪
雪
の
中
で
、

五
万
市
民
の
雪
を
克
服
し
よ
う
と
い
う

情
熱
が
「
雪
ま
つ
り
」
に
見
事
に
結
晶

し
た
成
果
で
す
。

　
紙
上
で
・
て
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

東京12チャンネル　　　　　　　　講演に来市した

演出担当野ロ彰さん　　荻昌弘さん．、

露鑑1蕪曙讃繊llll
それは・市民の・人・人ま味わつたニゴリ酒やみそ

が参加して・＋分自分た　　　　玉は実においしかった。
ちの祭りを楽しんでいるし手づく1）の素朴さの中

こ蛭票ニバルは、見た駿誓繕生繧獄

肇昊蔽蒲儲◎しさも備えている・素晴
　　　　　　　　　　　　　らしいと思いますね。
にも驚きました。

諸里市長とミス札幌、きものの女王

　　　　　　　　　　　　へ

乳
b

躰
畷

L
輪
」
『

日本縦断民謡大全集（東京12チャンネル）録画、
飛渡民謡愛好会によるrあわせおけさ」

　　硝‘’．「　　～騨轡豫　｝　　　　　　　　　　　茅X鹿｝冒饗ウ
・讐簿

偽
臥
ミ

世界でも初めて「雪上自転車モトクロス（BMX）」



省エネ特急夢で走る999（本町4商店振興組合青年部）

　　議事堂襲撃（中央クラブ）●商工会議所会頭

降雪にもめげずパレードで演奏する市民吹奏楽団

甕四
ラクダくん大奮闘！

畠

禰睦膨
熱演（郷土芸能と
良踊の祭典）
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諜

　
　
卜
灘
纏
、
麟
購
算
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
予
収

耀
．
澱
梅
、
『
纏
㎜
罪
．
　
別
額

、
、
騨
襲
融
講
預

、
顯
、
、
、
園
羅
会
錨

騨
撫
壁

踊
鴉
凱
蕪
団
國

本
事
ズ
本
ブ
一
（

以
理
　
ン
（
ラ
リ
う
　
　
昭
和
五
十

99

所
オ
ん
ク
タ
ろ
　
　
刀
西
町
衛

る
議
イ
も
一
一
た
　
　
昭
和

走
会
ラ
え
リ
ロ
も

で
年
●
ラ
ダ
北
も

夢
青
）
ド
一
●
H
　
　

謝

急
●
2
く
・
ー
丁
　
　
況
6
7
6
4

特
）
町
焼
●
会
R
　
　
状
膵
榔

ネ
部
校
を
）
西
A
　
　
行
収
執

簿
俘
膝
誰
執
ー

賞
雛
顯
羅
準 ノ『％64率行執k

二
億
一
、
六
四
七
万
円

額済出支

二
億
二
、
六
四
六
万
円

額済入収

三
億
三
、
八
三
五
万
円

額算予

四
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

五
十
五
年
二
月
一
日

　
　
十
日
町
市
・
川
酉
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

組合債の状況

建物

金
債
　
社

甘
蕊
公

土地

4，731㎡

110万円

施設所在

市町村よ

り借地

縦”・凸『

ψ
γ
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し尿処理施設 2億8，310万円

ごみ処理施設 1億5，167万円

埋立地整備 668万円

清　　掃　　車 26万円

計 4億4，171万円

雪を白い友だちにして

雪と織物と光（花火）が見事に調和しあった
雪上カーニバルステージr古都の雅」

　鷺P

羅警磨墜

鄭く一く…魏鞭
（単位万円）

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 52，447 41，841
　％
80 39，021

　％
74

総合福祉セン

ター特別会計
1，408 1，369 97 820 58

と畜場事業

特別会計
3，945 3，681 93 2，666 68

計 57，800 46，891 81 42，507 74

市町村別負担金状況
　　　　　（単位万円）

中里村

5，226

10％

津南町

1億2，224
　　　　総額
　23％　5億

　　　2，679万円

川西町
8，935

17％

十日町市
2億

　6，294

　50％

組合債の状況（単位万円）

目的（事業名） 金額

総合福祉セン

ター建設事業
3，742

と　畜　場

整備事業
14，483

消防庁舎消防

施設整備事業
12，090

計 30，315

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

管
理
者
十
日
町
市
長
諸
里
正
典

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
二
月
～
日
　
　
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

盛．

地元から選ばれた34名のモデルがあでやかに
雪上に舞うきものショー

◎
こ
の
人
に
聞

　
第
三
十
一
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
二

月
九
・
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日

間
で
三
十
万
余
人
の
人
出
を
記
録
し
、

市
街
地
、
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
、
五
つ
の

広
場
な
ど
、
市
内
い
っ
ぱ
い
に
人
々
の

輪
が
広
が
り
大
成
功
で
し
た
。

　
昨
年
か
ら
の
「
五
つ
の
広
場
」
方
式

も
す
っ
か
り
定
着
し
、
ま
た
雪
の
芸
術

作
品
の
出
展
も
例
年
よ
り
増
え
た
こ
と

な
ど
、
三
材
に
も
達
す
る
豪
雪
の
中
で
、

五
万
市
民
の
雪
を
克
服
し
よ
う
と
い
う

情
熱
が
「
雪
ま
つ
り
」
に
見
事
に
結
晶

し
た
成
果
で
す
。

　
紙
上
で
・
て
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

東京12チャンネル　　　　　　　　講演に来市した

演出担当野ロ彰さん　　荻昌弘さん．、

露鑑1蕪曙讃繊llll
それは・市民の・人・人ま味わつたニゴリ酒やみそ

が参加して・＋分自分た　　　　玉は実においしかった。
ちの祭りを楽しんでいるし手づく1）の素朴さの中

こ蛭票ニバルは、見た駿誓繕生繧獄

肇昊蔽蒲儲◎しさも備えている・素晴
　　　　　　　　　　　　　らしいと思いますね。
にも驚きました。

諸里市長とミス札幌、きものの女王

　　　　　　　　　　　　へ

乳
b

躰
畷

L
輪
」
『

日本縦断民謡大全集（東京12チャンネル）録画、
飛渡民謡愛好会によるrあわせおけさ」

　　硝‘’．「　　～騨轡豫　｝　　　　　　　　　　　茅X鹿｝冒饗ウ
・讐簿

偽
臥
ミ

世界でも初めて「雪上自転車モトクロス（BMX）」
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　地方自治法第243条の3の規程に基づく
r十目町市財政事情び）作成及び公表に関する

条例」の定めるところによ1）、昭和54年12月

31目現在の本市の財政事情を公表します・

　　　昭和55年2月1日
　　　　　　　　＋日町市長諸里正典

昭和54年度一般会計予算

歳
入
八
三
億
三
　
、
八
八
四
万
円

糠舞轟軸驕 地方交付税　211，30525％

、譲騨、、癖餓雛
市　　税　194，70523％

継糖灘灘鑑

驕
委
癒
，
鱒
醐
舜
叢

．
鍵

国庫支出金　125，52615％
　轍
“澱

鐵盤馨 市　　債　88，87011％

醸．麟，“獅麟
’り姫

諸収入　76，497996講議類欄麟
纏
灘

1
〈

、撫鰍謝簾鑛 県支出金　54，706　7％

i溝鋳費　欝，駿5鋤
愚〃〉雄　マ7，甥　鰯

繰越金　12，3142％
その他　69，9618％

（単位万円）

）％％
63
64
率
率
入
行
収
執（

五
三
億

四
、
一
八
四
万
円

支
出
済
額

五
二
億

九
、
〇
六
二
万
円

収
入
済
額

八
三
億
三
、
八
八
四
万
円

＋
二
月
末
予
算

八
○
億
三
、
六
〇
〇
万
円

当
初
予
算

訳内の税市

均
　
　
　
〃
ノ

臓
？
・
　
z
　
嬰

　
　
　
　
　
　
～

　
　
O

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
●
●
●

扇
）
）
μ
●

弛
2

葱
。
。

z
ノ
＾
へ
・
　
　
ー

　
6

／恐

諺

冬
　
　
3

税　　　　　目 税　額 構成比 市民1人当り 1世帯当り

市　町　村　民　税 　〃円79，410
％
4
5 　円15，819 66，247

固　定　資　産　税 71，977 41 14，339 60，046

軽　自　動　車　税 2，158 1 430 1，800

市町村たばこ消費税 11，063 6 2，204 9，229

電　　　　気　　　　税 5，675 3 1，130 4，734

木　材　引　取　税 12 0 2 10

都　市　計　画　税 6，463 4 1，288 5，392

特別’土地保有税 61 0 12 51

計 176，819 100 35，224 147，509

　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
。　　　　　　（単位万円）

土　　　地 12，871，500㎡
会　計　名 予　算　額

国民健康保険 156，546

建　　　物 113，748㎡
診　　　療　　　所 2，220
簡　　易　水　道 67，206

基金積立金 66，996万円
ド　　水　　　道 88，918

計 314，890

（単位万円）

気て

政

樫

一般会計執行状況

　　　　　　　（1

（単位万円）

人件費

157，557

　19％

総　費　　　物件費
　　　　　65，0988％
818，234

　方円
　　　　　　扶助費

　　　、10観1ノ

厭姦
趣　 226，657

鐸　 28％／

拳齢
ン　　竃
ノ修費　3％

2996

　　　寵艶蕎
災害復1目費紀簸窃

蝋総懲繍
　　　傘　

6％

　　　　維持補
　　　　21，310

単位万円）

　
1
％

育
1

6
3
1

　
乳

教
1
0

　
　
額
1
8
円

　
　
　
い
万

　
　
総
34

　
木
1
9

　
　
渇
％

　
土
37
⑳

　
　
1

　　　　　　漉編

繍　　　　　　診襯　　　　　　　謁

　　　　　　　民生
　その他辺地対策5，337

2・臓29儀2％

5）llll”ll”1”“”“1””“”1と・おガ夢3♂サ知「らゼ’」阪1””II”””1”1”llllll”1””1””IIII”1（第3種郵便物認”∫）昭和55年2月25日

罵
び
惨
寧
竈
起
＝
さ
な
い
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
1
西
小
P
T
A
が
安
全
決
議

　
去
る
十
二
日
、
午
後
三
時
頃
、
西
小
学
校
一
年
生
の
高
橋
昌
人

君
が
、
稲
荷
町
三
丁
目
地
内
で
除
雪
中
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
ひ
か
れ

即
死
す
る
と
い
う
悲
し
い
事
故
が
起
き
ま
し
た
．

　
西
小
P
T
A
（
清
水
功
会
長
）
で
は
、
十
六
目
午
後
、
臨
時
P

T
A
総
会
を
開
き
、
こ
の
悲
し
み
を
乗
り
こ
え
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
安
全
対
策
を
決
議
し
ま
し
た
コ

　
P
T
A
臨
時
総
会
に
は
、
豪
雪
の

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
五
十
余
人

の
父
兄
が
参
加
し
、
昌
人
君
の
め
い

福
を
祈
る
と
と
も
に
、
安
全
対
策
の

再
点
検
や
通
学
問
題
な
ど
、
二
度
と

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
、
今
後
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
、

躍＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
O

　
質
疑
で
は
、
九
年
前
に
交
通
事
故

で
お
子
さ
ん
を
失
っ
た
父
兄
か
ら
「
子

供
が
死
ん
で
一
．
一
年
間
は
本
当
に
苦

し
か
っ
た
。
今
、
朝
ひ
と
こ
と
必
ら

ず
子
供
に
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
る
、
、

ひ
と
声
か
け
る
こ
と
が
安
全
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
皆
さ
ん
も
是

非
」
と
提
案
が
あ
っ
た
り
「
危
険
だ

曹
¶
鱒
”
”
瞬
認
鱒
認
圓
認
國
認
鱒
認
閥
認
網
岡
ひ
・
岡
認
瞬
認
鱒
認
閥
9
・
岡
ー
認
瞬
認
閥
じ
．
岡
閥
認
岡
認
鱒
認
圓
認
圓
認
圓
認
岡
岡
嚇
騰
”
9
．
國
認
圓
調
圓
認
圓
認
圓
認
岡
岡
岡
図
謂
騰
認
圓
認
稠
認
圏
岡
岡
随
認
圏
”
岡
圓
認
圓
認
圓
認
圓
認
闘

と
思
っ
た
ら
自
分
の
子
供
も
人
の
子

も
同
じ
に
注
意
し
よ
う
」
「
校
区
内
の

危
険
ヵ
所
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
ょ
う
」
「
ア

ン
ケ
i
卜
調
査
を
し
、
P
T
A
全
員

の
意
見
を
聞
い
て
、
安
全
対
策
の
見

直
し
を
こ
な
ど
、
、
活
発
な
討
論
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
が

　　ブルドーザの

　　　運転手からお願い
◎とにかく、除雪中σ）ブノレドーザや・一

　タリー車などには近づかないでくだ
　さい。

◎人身事故を起こさないように神経を

　すりへらして作業をしています。ご
　協力ください。

◎最近σ）子供達は機械を恐れないで近

　づいてきます。父兄からも注意をし

　てください。

◎ブルドーザや・一タリー等び）重機に

　は、死角がたくさんあります。誘導員

　や運転手の指示に従ってください。

◎流雪溝び）こう蓋（アマグレード）を

　はずしたままにした0）や、歩道と車

　道の境に鉄板、丸角材を放置したび）

　をロータリーが巻き込むと故障し、

　その後の除雪計画がくるいます。絶

　対にゃめてください。

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
は
、
ひ
と
り
西
小
だ
け

の
も
の
’
．
㌧
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事

故
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
市
内
か
ら

二
度
と
こ
の
よ
う
な
惨
事
が
起
き
な

い
よ
う
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◎まとま男て登下校をしよう。

◎歩道のあるとこ7）は歩道を。

◎道路脇び）雪山で遊んだり、

　道路にすべりお1）たりしな

　い。

◎狭い道路で、道い一・ぱい広

　が一，て帰ド、ず、右側を1列

　に登ド校する。

◎駐停車中び）車び）横を通る時

　には特に注意する。

◎除雪中び）小路に入らない。

◎除雪中のところに近よらな

　ければならない場合は、誘

　導員、除雪車び）運転手σ）指

　力ヤ1こそ定う。

◎両手に物を持たない。音び）

　よく聞こえない帽子はかぶ

　らない。

（事故後び）西小安全教育部σ）

　　　ロ指導グ）抜すいです。お家び）方

かド、もお子さんにご注意くだ

さい）

■
圓
認
圓
認
國
認
隔
認
”
認
國
認
圓
”
”
閥
認
醐
認
圓
認
闘
認
圏
認
網
認
瞬
図
岡
闘
認
一
認
貿
認
圓
認
圓
鵠
鯛
認
圓
認
騰
認
圓
認
圓
認
図
鵠
圓
認
鱒
認
鯛
ゆ
・
岡
貿
認
圓
認
圓
。
・
岡
鮒
認
隠
認
騰
岡
”
ー
認
圓
調
瞬
認
鱒
認
圓
器
ー
認
圓
聖

この事故を教訓にして

　　市建設課長上村政基

本当に悲しい事故でした。た・、

た1～2分び）間に起こ・・た出来事

を、大きな反省一大きな教訓と

して生かさなければなりません。

　直接に除雪作業に当たる人たち

はもとより厳しく、…般び）人た亡）

はお互いに声をかけあって、より

早目に事故を避けていく習慣を身

に！）けて欲しいもび）です。

　
P
T
A
総
会
で
採
択
さ
れ
た
安
全

決
議
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
．

　
こ
の
度
の
事
故
を
二
度
と
く
り
か

え
さ
な
い
た
め
に

　
　
決
　
議

一
、
通
学
路
お
よ
び
校
区
内
危
険
カ

所
の
総
点
検
を
行
い
、
早
急
に
対
策

を
立
て
、
実
施
し
ま
す
。

一
、
学
校
で
定
め
た
「
生
活
の
き
ま

り
」
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

一
、
地
区
住
民
や
子
供
た
ち
同
志
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
時
は
、

注
意
を
し
あ
い
呼
び
か
け
ま
す
。

一
、
事
故
未
然
防
止
の
た
め
、
関
係

官
庁
、
事
業
所
等
へ
指
導
と
協
力
を

要
請
し
ま
す
。
　
　
　
ー
合
掌
1
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r十目町市財政事情び）作成及び公表に関する

条例」の定めるところによ1）、昭和54年12月

31目現在の本市の財政事情を公表します・

　　　昭和55年2月1日
　　　　　　　　＋日町市長諸里正典

昭和54年度一般会計予算
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税　　　　　目 税　額 構成比 市民1人当り 1世帯当り

市　町　村　民　税 　〃円79，410
％
4
5 　円15，819 66，247

固　定　資　産　税 71，977 41 14，339 60，046

軽　自　動　車　税 2，158 1 430 1，800

市町村たばこ消費税 11，063 6 2，204 9，229

電　　　　気　　　　税 5，675 3 1，130 4，734

木　材　引　取　税 12 0 2 10

都　市　計　画　税 6，463 4 1，288 5，392

特別’土地保有税 61 0 12 51

計 176，819 100 35，224 147，509

　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
。　　　　　　（単位万円）

土　　　地 12，871，500㎡
会　計　名 予　算　額

国民健康保険 156，546

建　　　物 113，748㎡
診　　　療　　　所 2，220
簡　　易　水　道 67，206

基金積立金 66，996万円
ド　　水　　　道 88，918

計 314，890

（単位万円）
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一般会計執行状況
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罵
び
惨
寧
竈
起
＝
さ
な
い
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
1
西
小
P
T
A
が
安
全
決
議

　
去
る
十
二
日
、
午
後
三
時
頃
、
西
小
学
校
一
年
生
の
高
橋
昌
人

君
が
、
稲
荷
町
三
丁
目
地
内
で
除
雪
中
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
ひ
か
れ

即
死
す
る
と
い
う
悲
し
い
事
故
が
起
き
ま
し
た
．

　
西
小
P
T
A
（
清
水
功
会
長
）
で
は
、
十
六
目
午
後
、
臨
時
P

T
A
総
会
を
開
き
、
こ
の
悲
し
み
を
乗
り
こ
え
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
安
全
対
策
を
決
議
し
ま
し
た
コ

　
P
T
A
臨
時
総
会
に
は
、
豪
雪
の

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
五
十
余
人

の
父
兄
が
参
加
し
、
昌
人
君
の
め
い

福
を
祈
る
と
と
も
に
、
安
全
対
策
の

再
点
検
や
通
学
問
題
な
ど
、
二
度
と

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
、
今
後
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
、

躍＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
O

　
質
疑
で
は
、
九
年
前
に
交
通
事
故

で
お
子
さ
ん
を
失
っ
た
父
兄
か
ら
「
子

供
が
死
ん
で
一
．
一
年
間
は
本
当
に
苦

し
か
っ
た
。
今
、
朝
ひ
と
こ
と
必
ら

ず
子
供
に
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
る
、
、

ひ
と
声
か
け
る
こ
と
が
安
全
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
皆
さ
ん
も
是

非
」
と
提
案
が
あ
っ
た
り
「
危
険
だ

曹
¶
鱒
”
”
瞬
認
鱒
認
圓
認
國
認
鱒
認
閥
認
網
岡
ひ
・
岡
認
瞬
認
鱒
認
閥
9
・
岡
ー
認
瞬
認
閥
じ
．
岡
閥
認
岡
認
鱒
認
圓
認
圓
認
圓
認
岡
岡
嚇
騰
”
9
．
國
認
圓
調
圓
認
圓
認
圓
認
岡
岡
岡
図
謂
騰
認
圓
認
稠
認
圏
岡
岡
随
認
圏
”
岡
圓
認
圓
認
圓
認
圓
認
闘

と
思
っ
た
ら
自
分
の
子
供
も
人
の
子

も
同
じ
に
注
意
し
よ
う
」
「
校
区
内
の

危
険
ヵ
所
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
ょ
う
」
「
ア

ン
ケ
i
卜
調
査
を
し
、
P
T
A
全
員

の
意
見
を
聞
い
て
、
安
全
対
策
の
見

直
し
を
こ
な
ど
、
、
活
発
な
討
論
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
が

　　ブルドーザの

　　　運転手からお願い
◎とにかく、除雪中σ）ブノレドーザや・一

　タリー車などには近づかないでくだ
　さい。

◎人身事故を起こさないように神経を

　すりへらして作業をしています。ご
　協力ください。

◎最近σ）子供達は機械を恐れないで近

　づいてきます。父兄からも注意をし

　てください。

◎ブルドーザや・一タリー等び）重機に

　は、死角がたくさんあります。誘導員

　や運転手の指示に従ってください。

◎流雪溝び）こう蓋（アマグレード）を

　はずしたままにした0）や、歩道と車

　道の境に鉄板、丸角材を放置したび）

　をロータリーが巻き込むと故障し、

　その後の除雪計画がくるいます。絶

　対にゃめてください。

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
は
、
ひ
と
り
西
小
だ
け

の
も
の
’
．
㌧
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事

故
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
市
内
か
ら

二
度
と
こ
の
よ
う
な
惨
事
が
起
き
な

い
よ
う
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◎まとま男て登下校をしよう。

◎歩道のあるとこ7）は歩道を。

◎道路脇び）雪山で遊んだり、

　道路にすべりお1）たりしな

　い。

◎狭い道路で、道い一・ぱい広

　が一，て帰ド、ず、右側を1列

　に登ド校する。

◎駐停車中び）車び）横を通る時

　には特に注意する。

◎除雪中び）小路に入らない。

◎除雪中のところに近よらな

　ければならない場合は、誘

　導員、除雪車び）運転手σ）指

　力ヤ1こそ定う。

◎両手に物を持たない。音び）

　よく聞こえない帽子はかぶ

　らない。

（事故後び）西小安全教育部σ）

　　　ロ指導グ）抜すいです。お家び）方

かド、もお子さんにご注意くだ

さい）
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この事故を教訓にして

　　市建設課長上村政基

本当に悲しい事故でした。た・、

た1～2分び）間に起こ・・た出来事

を、大きな反省一大きな教訓と

して生かさなければなりません。

　直接に除雪作業に当たる人たち

はもとより厳しく、…般び）人た亡）

はお互いに声をかけあって、より

早目に事故を避けていく習慣を身

に！）けて欲しいもび）です。

　
P
T
A
総
会
で
採
択
さ
れ
た
安
全

決
議
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
．

　
こ
の
度
の
事
故
を
二
度
と
く
り
か

え
さ
な
い
た
め
に

　
　
決
　
議

一
、
通
学
路
お
よ
び
校
区
内
危
険
カ

所
の
総
点
検
を
行
い
、
早
急
に
対
策

を
立
て
、
実
施
し
ま
す
。

一
、
学
校
で
定
め
た
「
生
活
の
き
ま

り
」
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

一
、
地
区
住
民
や
子
供
た
ち
同
志
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
時
は
、

注
意
を
し
あ
い
呼
び
か
け
ま
す
。

一
、
事
故
未
然
防
止
の
た
め
、
関
係

官
庁
、
事
業
所
等
へ
指
導
と
協
力
を

要
請
し
ま
す
。
　
　
　
ー
合
掌
1
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豊
”
な
敦
養
と
仲
悶
づ
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閣
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聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座
鎧
募
繋
－

　
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
働
く
若
人
か
ら
余
暇
を
楽
し
く
有
意
義
に
す
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
憩
い
と
教
養
の
広
場
で
す
．

　
ホ
ー
ム
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
教
養
講
座
、
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
に
と
、

利
用
者
が
主
体
と
な
っ
た
多
く
の
行
事
を
計
画
し
、
各
種
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
享
．
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
あ
な
た
も
青
少
年
ホ
ー
ム
に
足
を
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

受
講
資
格
　
市
内
で
働
い
て
い
る
二
十
五
歳
以
ド
の
青
少
年

申
込
方
法
　
青
少
年
ホ
ー
ム
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
詳
細
を
記
入
の

う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
青
少
年
ホ
ー
ム
事
務
室
（
奮
七
－
八
九
一
八
番
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

申
込
締
切
り
　
三
月
三
十
一
日
㈲

勘馬」監“聴

教養講座
講
座
名

コ
ー
ス
（
予
定
）

募
集
人
員

受
講
料

流
派

開
講
期
間

（
第
一
期
）

花
　
　
道

第
一
・
第
三
木
曜
日

二
＋
五
名

一
ヵ
月
千
二
百
円

草
月
流

四
月
　
ψ

　
～
九
月

花
　
　
道

第
二
・
第
四
木
曜
日

二
＋
五
名

一
ヵ
月
千
二
百
円

〃

〃

茶
　
　
道

毎
週
月
曜
日

＋
五
名

｝
ヵ
月
四
百
円

宗
偏
流

〃

料
　
　
理

毎
週
水
曜
日

二
＋
名

一
ヵ
月
六
百
円

〃

着
物
着
付

毎
週
火
曜
日

二
＋
名

一
ヵ
月
七
百
円

長
沼
式

四
月
　
～
六
月

着
物
着
付

毎
週
金
曜
日

二
＋
名

一
ヵ
月
七
百
円

〃

〃

　　　　　訓練生募集
　　　　　　　　一十日町市高等職業訓練校一

　十日町市高等職業訓練校ではつぎの要領により55年度

の訓練生を募集しています。

申込受付　3月20日（木）まで（申込書は訓練校にあり
ます）

申込み先　十日町市高等職業訓練校（本町6丁目

82－3803番）
　なお、転職訓練の申込みは、十日町公共職業安定所へ

お願いします。詳細は建築組合の十日町市高等職業訓練

校へ

募築内容
区分 訓　練科目 定員 訓練期間 訓練時間
’
人
訓
練

経理事務科
　人
30
　6カ月
（4月～10月）

　　日言1、

13：30～16：00

　週2回

養
成
訓
練

建　　築　　科
（普通訓練課程）） 20

　3力年
（4月～11月）

　夜日言懸
19：00～21二〇〇

　週4回

建築製図科
（専修訓練課程）

30
　6カ月
（4月～9月）

　　言1
19二〇〇～21：00

　週4回

職
訓
練

建　　設　　科

（型わ　く）

前期30

後期30

　3ヵ月　（
前期6月より予
後期1月より憲

　日葺1・
8二30～15二30
　週5回

電
話
を
上
手
に

　
　
　
使
い
こ
な
そ
う

　
　
　
t
電
話
教
室
を
開
催
ー

　
今
や
電
話
は
私
達
の
生
活
と
は
切

っ
て
も
切
り
は
な
せ
な
い
生
活
必
需

品
で
す
。
で
も
電
話
を
上
手
に
使
い

こ
な
し
て
い
る
人
は
意
外
に
す
く
な

い
も
の
で
す
。

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
正
し

い
電
話
の
か
け
方
、
受
け
方
を
内
容

と
し
た
「
電
話
教
室
」
を
希
望
す
る

事
業
所
や
小
中
学
校
な
ど
を
対
象
に

出
向
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
申
込
み

は
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
係
（
8
二
－
三

三
七
〇
番
）
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
ま
た
、
電
話
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目

的
と
し
た
「
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

（
8
七
l
O
O
O
O
番
）
も
常
時
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
料
金
は
無
料
で
す
の
で

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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鰻
欝
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あなたにとって

とは何ですか？

蕪
雛
解
竪
」
奪
謹
慧

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
り
あ
げ
か
た
も
価
値
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
像

観
の
多
様
化
に
伴
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
な
さ
れ
て
い
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肇

る
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条

こ
う
し
た
問
題
を
「
結
婚
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
含
め
な
錬

師
繕
欄
響
鯵
糞
篠
剖
滋

と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

時
間
夜
七
時
～
九
時

受
講
料
　
無
料

申
込
先
　
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校
町
）
8
七
ー
五
〇
一
一
番

　
　
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で

一
国
回
三
月
晋
（
火
）

　
　
　
「
ニ
ユ
ト
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
実
像
と
虚
像
」

　
　
　
講
師
　
石
川
弘
義
氏
（
成
城
大
学
教
授
）

．
囲
一
回

　
　
　
　
　
　
　
三
月
八
日
（
土
）

　
　
「
“
お
ん
な
”
と
〃
お
と
こ
”
の
哲
学
」

　
　
　
講
師
　
俵
谷
正
樹
氏
（
文
部
省
社
会
教
育
官
）

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
「
人
間
、
性
、
結
婚
」

　
　
　
講
師
　
奈
良
林
祥
氏
（
医
学
博
士
・
結
婚
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

石
川
　
　
弘
義

　
　
一
九
三
三
年
、
東
京
生
ま
れ
、
一
橋
大
卒
、
社
会
心
理
研
究
所
を
経
て
、

　
現
在
成
城
大
学
教
授
．

　
　
人
間
社
会
の
有
様
を
鋭
敏
、
的
確
に
分
析
し
、
わ
か
り
や
す
く
理
論
展
開

　
す
る
こ
と
に
定
評
が
あ
る
。

　
　
著
書
「
日
本
人
の
社
会
心
理
」
「
八
十
年
代
若
者
を
動
か
す
法
」
ほ
か
。

俵
谷
　
　
正
樹

　
　
一
九
二
六
年
、
長
岡
市
生
ま
れ
、
京
大
卒
、
文
部
省
婦
人
教
育
課
長
補
佐
、

　
国
立
社
会
教
育
研
修
所
を
経
て
現
在
文
部
省
社
会
教
育
官
．

　
　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
当
市
の
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
な
ど
を
指
導
。

　
　
著
書
「
家
庭
教
育
」
「
人
間
の
愛
ど
性
」
「
性
と
純
潔
教
育
」
ほ
か
。

奈
良
林
　
　
祥

　
　
一
九
一
九
年
東
京
生
ま
れ
、
東
京
医
大
卒
、
わ
が
国
最
初
の
結
婚
カ
ウ
ン

　
セ
ラ
ー
と
し
て
先
駆
的
な
活
動
を
し
、
従
来
の
日
本
人
の
陰
湿
な
性
イ
メ
ー

　
ジ
を
打
ち
や
ぶ
り
、
現
在
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
活
躍
中
．

　
　
著
書
「
H
O
W
　
T
O
　
S
E
X
」
「
な
ん
の
本
だ
ろ
う
」
ほ
か
．

家
庭
教
育
講
座
も
始
っ
て
い
ま
す

テ
ー
マ
　
幼
児
の
遊
び
を
考
え
る

期
間
　
三
月
上
旬
ま
で
（
九
回
）

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

時
間
　
午
前
九
時
～
十
一
時
（
毎
回
）

◎
二
回
目
　
二
月
二
十
七
日
（
水
）
”
保
育
所
、
幼
稚
園
で
の
遊
び
〃

　
　
講
師
　
山
口
久
子
（
愛
宕
幼
稚
園
主
任
）

　
◎
三
回
目
　
三
月
六
日
（
木
）
”
子
ど
も
と
テ
レ
ビ
”

　
　
講
師
　
生
田
孝
至
（
新
潟
大
学
助
教
授
）
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豊
”
な
敦
養
と
仲
悶
づ
《
閣
．
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座
鎧
募
繋
－

　
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
働
く
若
人
か
ら
余
暇
を
楽
し
く
有
意
義
に
す
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
憩
い
と
教
養
の
広
場
で
す
．

　
ホ
ー
ム
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
教
養
講
座
、
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
に
と
、

利
用
者
が
主
体
と
な
っ
た
多
く
の
行
事
を
計
画
し
、
各
種
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
享
．
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
あ
な
た
も
青
少
年
ホ
ー
ム
に
足
を
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

受
講
資
格
　
市
内
で
働
い
て
い
る
二
十
五
歳
以
ド
の
青
少
年

申
込
方
法
　
青
少
年
ホ
ー
ム
備
え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
詳
細
を
記
入
の

う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
青
少
年
ホ
ー
ム
事
務
室
（
奮
七
－
八
九
一
八
番
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

申
込
締
切
り
　
三
月
三
十
一
日
㈲

勘馬」監“聴

教養講座
講
座
名

コ
ー
ス
（
予
定
）

募
集
人
員

受
講
料

流
派

開
講
期
間

（
第
一
期
）

花
　
　
道

第
一
・
第
三
木
曜
日

二
＋
五
名

一
ヵ
月
千
二
百
円

草
月
流

四
月
　
ψ

　
～
九
月

花
　
　
道

第
二
・
第
四
木
曜
日

二
＋
五
名

一
ヵ
月
千
二
百
円

〃

〃

茶
　
　
道

毎
週
月
曜
日

＋
五
名

｝
ヵ
月
四
百
円

宗
偏
流

〃

料
　
　
理

毎
週
水
曜
日

二
＋
名

一
ヵ
月
六
百
円

〃

着
物
着
付

毎
週
火
曜
日

二
＋
名

一
ヵ
月
七
百
円

長
沼
式

四
月
　
～
六
月

着
物
着
付

毎
週
金
曜
日

二
＋
名

一
ヵ
月
七
百
円

〃

〃

　　　　　訓練生募集
　　　　　　　　一十日町市高等職業訓練校一

　十日町市高等職業訓練校ではつぎの要領により55年度

の訓練生を募集しています。

申込受付　3月20日（木）まで（申込書は訓練校にあり
ます）

申込み先　十日町市高等職業訓練校（本町6丁目

82－3803番）
　なお、転職訓練の申込みは、十日町公共職業安定所へ

お願いします。詳細は建築組合の十日町市高等職業訓練

校へ

募築内容
区分 訓　練科目 定員 訓練期間 訓練時間
’
人
訓
練

経理事務科
　人
30
　6カ月
（4月～10月）

　　日言1、

13：30～16：00

　週2回

養
成
訓
練

建　　築　　科
（普通訓練課程）） 20

　3力年
（4月～11月）

　夜日言懸
19：00～21二〇〇

　週4回

建築製図科
（専修訓練課程）

30
　6カ月
（4月～9月）

　　言1
19二〇〇～21：00

　週4回

職
訓
練

建　　設　　科

（型わ　く）

前期30

後期30

　3ヵ月　（
前期6月より予
後期1月より憲

　日葺1・
8二30～15二30
　週5回

電
話
を
上
手
に

　
　
　
使
い
こ
な
そ
う

　
　
　
t
電
話
教
室
を
開
催
ー

　
今
や
電
話
は
私
達
の
生
活
と
は
切

っ
て
も
切
り
は
な
せ
な
い
生
活
必
需

品
で
す
。
で
も
電
話
を
上
手
に
使
い

こ
な
し
て
い
る
人
は
意
外
に
す
く
な

い
も
の
で
す
。

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
正
し

い
電
話
の
か
け
方
、
受
け
方
を
内
容

と
し
た
「
電
話
教
室
」
を
希
望
す
る

事
業
所
や
小
中
学
校
な
ど
を
対
象
に

出
向
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
申
込
み

は
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
係
（
8
二
－
三

三
七
〇
番
）
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
ま
た
、
電
話
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目

的
と
し
た
「
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

（
8
七
l
O
O
O
O
番
）
も
常
時
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
料
金
は
無
料
で
す
の
で

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鍵
鰻
欝

　
　
　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
『
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あなたにとって

とは何ですか？

蕪
雛
解
竪
」
奪
謹
慧

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
り
あ
げ
か
た
も
価
値
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
像

観
の
多
様
化
に
伴
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
な
さ
れ
て
い
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肇

る
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条

こ
う
し
た
問
題
を
「
結
婚
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
含
め
な
錬

師
繕
欄
響
鯵
糞
篠
剖
滋

と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

時
間
夜
七
時
～
九
時

受
講
料
　
無
料

申
込
先
　
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校
町
）
8
七
ー
五
〇
一
一
番

　
　
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で

一
国
回
三
月
晋
（
火
）

　
　
　
「
ニ
ユ
ト
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
実
像
と
虚
像
」

　
　
　
講
師
　
石
川
弘
義
氏
（
成
城
大
学
教
授
）

．
囲
一
回

　
　
　
　
　
　
　
三
月
八
日
（
土
）

　
　
「
“
お
ん
な
”
と
〃
お
と
こ
”
の
哲
学
」

　
　
　
講
師
　
俵
谷
正
樹
氏
（
文
部
省
社
会
教
育
官
）

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
「
人
間
、
性
、
結
婚
」

　
　
　
講
師
　
奈
良
林
祥
氏
（
医
学
博
士
・
結
婚
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

石
川
　
　
弘
義

　
　
一
九
三
三
年
、
東
京
生
ま
れ
、
一
橋
大
卒
、
社
会
心
理
研
究
所
を
経
て
、

　
現
在
成
城
大
学
教
授
．

　
　
人
間
社
会
の
有
様
を
鋭
敏
、
的
確
に
分
析
し
、
わ
か
り
や
す
く
理
論
展
開

　
す
る
こ
と
に
定
評
が
あ
る
。

　
　
著
書
「
日
本
人
の
社
会
心
理
」
「
八
十
年
代
若
者
を
動
か
す
法
」
ほ
か
。

俵
谷
　
　
正
樹

　
　
一
九
二
六
年
、
長
岡
市
生
ま
れ
、
京
大
卒
、
文
部
省
婦
人
教
育
課
長
補
佐
、

　
国
立
社
会
教
育
研
修
所
を
経
て
現
在
文
部
省
社
会
教
育
官
．

　
　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
当
市
の
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
な
ど
を
指
導
。

　
　
著
書
「
家
庭
教
育
」
「
人
間
の
愛
ど
性
」
「
性
と
純
潔
教
育
」
ほ
か
。

奈
良
林
　
　
祥

　
　
一
九
一
九
年
東
京
生
ま
れ
、
東
京
医
大
卒
、
わ
が
国
最
初
の
結
婚
カ
ウ
ン

　
セ
ラ
ー
と
し
て
先
駆
的
な
活
動
を
し
、
従
来
の
日
本
人
の
陰
湿
な
性
イ
メ
ー

　
ジ
を
打
ち
や
ぶ
り
、
現
在
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
活
躍
中
．

　
　
著
書
「
H
O
W
　
T
O
　
S
E
X
」
「
な
ん
の
本
だ
ろ
う
」
ほ
か
．

家
庭
教
育
講
座
も
始
っ
て
い
ま
す

テ
ー
マ
　
幼
児
の
遊
び
を
考
え
る

期
間
　
三
月
上
旬
ま
で
（
九
回
）

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

時
間
　
午
前
九
時
～
十
一
時
（
毎
回
）

◎
二
回
目
　
二
月
二
十
七
日
（
水
）
”
保
育
所
、
幼
稚
園
で
の
遊
び
〃

　
　
講
師
　
山
口
久
子
（
愛
宕
幼
稚
園
主
任
）

　
◎
三
回
目
　
三
月
六
日
（
木
）
”
子
ど
も
と
テ
レ
ビ
”

　
　
講
師
　
生
田
孝
至
（
新
潟
大
学
助
教
授
）
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くらしの中の省エネルギー
●市内の各家庭（約12，000世帯）が1カ月間つぎの

　ことを続けると大変な省エネルギーになります。

使　　用　　状　　態
省ける電気
（1世帯1カ月間）

省ける電気
（市内全世帯）

石油換算

冷蔵庫
冷蔵庫のうしろを壁から
10㎝以上離す 7　kwh

　kwh84，000
21，000⑫
ドラム缶105本

電　気

こたつ
こたつの下にマットを敷く 5 60，000

15，000¢

〃　75本

掃除機
あr）かじめ部屋をかた・づけ

1日5分間短くする
1．25 15，000

3，750¢

”　約19本

照　明
電球（60w）の消し忘れを

1日1時間なくする
1．8 21，600

5．400C

〃　　27本

洗濯機
すすぐ前に脱水して洗たく

時間を1日5分間短くする
0．6 7，200

1．8009

〃　　9本

テレビ
だれも見ていないテレビの
つけっぱなしを1日1時間
なくする

2．4 28，800
7．2009

〃　　36本

暖　房
部屋の温度を1℃下げる
（毎月灯油1009使用する家
庭）

省ける灯油

10¢

120．000C
　〃　600本

風　呂
間をおかず死けて入ること
により入浴時間を1日30分
間短くする 3．4C

324，000
40．800C

”　204本

ゆ
ず
り
ま
す
来
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
2
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ドラム缶1本2009

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

も
ち
つ
き
器

（
一
升
用
）

中
　
　
古

一
万
五
千
円

ベ
　
　
ッ
　
　
ト

（
シ
ン
ゲ
ル
・
セ
ミ
ダ
ブ
ル
）

中
　
　
古

相
談
で

除
　
　
湿
　
器

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

〃

三
万
円

す
　
べ
　
り
台

〃

〃

ラ
　
テ
　
カ
　
セ

〃

四
万
円

パ
ナ
グ
リ
ル

〃

〃

か
が
り
ミ
シ
ン

新
　
　
品

相
談
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
　
古

二
万
五
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

相
談
で

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

二
～
三
万
円

百
貨
事
典
か
図
か
ん

（
小
学
低
学
年
用
）

〃

〃

ア
ル
ビ
ロ
ー
ラ
ー

ハ
ー
フ
ベ
ッ
ト

〃

相
談
で

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
を
縦
覧

縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

期
聞
　
三
月
一
β
～
三
月
二
十
一
β

時
間
　
平
日
　
午
前
八
時
半
～
午
後

五
時
　
土
曜
日
は
正
午
ま
で

　
な
お
、
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に

つ
い
て
の
審
査
申
出
期
間
は
三
月
一

日
個ゆ
～
三
月
三
十
榊
日
鋤
ま
で
で
、

次
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す

◎
昭
和
五
十
四
年
中
に
土
地
の
地
目

変
更
等
が
あ
っ
た
場
含

◎
昭
和
五
十
四
年
中
に
家
屋
の
新
増

改
築
、
取
拶
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
含

◎
昭
和
五
十
五
年
度
分
と
し
て
価
格

が
決
定
さ
れ
た
償
却
資
産

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
十
一
日
図
　
午
後
一
時
～

午
後
五
時
ま
で
　
北
鐙
坂
（
上
の
山

を
除
く
）
　
南
鐙
坂

㊤
　
の
登
録
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
五
年
度
犬
の
登
録
と

第
一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
四

月
中
旬
に
行
い
ま
す
。
（
詳
細
は

三
月
二
十
五
日
発
行
の
お
知
ら

せ
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

◎◎

畿
離
繍
醐
錯
晶
盟
嬰

事
業
名

期
　
日
　
受
付
時
間

会
　
場

名
　
対
象
者

参
集
区
域
備
　
考

育
児
学
級
並

び
に
四
ヵ
月

児
　
検
　
診

3
月
1
2
日

　
（
水
）

一
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

4
年
H
月

　
れ
の
人

域全

い
七
）
だ
く

月
で
当
い

亥』』
一
‘
・
お

も
は
て
た
く
か
な
の

が知通人個

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

3
且
14
日

　
（
金
）

後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

53

年
9
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

3
月
1
9
日

　
（
水
）

後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
9
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

3
月
1
3
日

　
（
水
）

後
1
時
半

～
3
時
半

中
条
公
民
館

生
後
⑫
カ

月
ま
で
の

人

中
条
地
区

3
月
1
8
日

　
（
火
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

3
月
2
7
日

（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

3
月
2
6
日

　
（
水
）

十
日
町
公
民
館

54
年
7
月

～
9
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

㎜
3
潟
の
蕪
欝
救
懸
饗
　
皿

㎜
2
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
㎜

皿
　
　
　
　
饗
2
の
2
1
7
4
番
㎜

皿
9
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
3
2
6
9
番
…

…
1
6
日
　
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
　
歴
7
の
3
0
1
8
番
皿

｝
2
0
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

一
　
（
春
分
の
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
唇
2
の
2
9
5
7
番
一

…
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

一
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番
…

…
30
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）
…

一
　
　
　
　
奮
7
の
5
5
6
6
番
…

…
…
市
役
所
市
民
相
談
室

大
腿
四
頭
筋
等
拘
縮
症

　
　
　
　
の
健
診
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
の
と
お
り
大
腿
四
頭
筋
等
拘

縮
症
健
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
三
月
十
九
日
困

ま
で
に
市
・
保
健
課
（
8
七
⊥
三

一
一
番
内
線
二
一
一
～
二
一
二
）
ぺ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

健
診
日
　
三
月
二
十
二
日
u
口

受
付
時
間
　
正
午
か
ら
午
後
二
時

健
診
時
間
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

会
場
　
新
潟
市
西
保
健
所

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

　
　
融醐

　
　
蛎
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四
月
一
日
～
七
日
春
季
火
災
予
防
運
動

昭和54年十日町地域広域事務組合内
原因別出火件数
　　　　　　　　　合計40件

り
一

り
一

11　　11　1
333
55

．
不
博

調
査
中

却
炉

二
た
つ

嫡
接

取
灰

敬
火気

閤
孫

天
ふ
ら
演
引
火

．
輿

た
ば
二
・
マ
ノ
チ

石
泊
響
具
顕

一
き
火
・
帖
草
焼

賓
長
と
諺
る
β

i
四
月
一
日
－

　
　
　
午
後
三
時
～
七
時

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
、
十

目
町
地
域
消
防
本
部
・
署
、
消
防
団

で
は
、
①
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自

由
者
等
の
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

②
防
火
管
理
体
制
の
確
立
　
③
地
域

ぐ
る
み
の
自
主
防
火
体
制
づ
く
り
の

推
進
の
三
点
を
重
点
目
標
に
、
四
月

一
目
か
ら
七
日
ま
で
「
春
季
火
災
予

防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
．

　
期
間
中
に
、
消
防
職
員
・
消
防
団

員
が
各
事
業
所
、
各
家
庭
に
火
の
元

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室
（
二
階
）

出
席
者
　
市
長
、
助
役
、
教
育
長
、

　
　
　
　
関
係
部
長

　
市
民
と
語
る
日
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
か
ら
、
遠
隔
地
の
方
の
利
便
を

考
え
、
時
間
を
一
時
問
繰
り
あ
げ
ま

し
た
．
ま
た
、
待
ち
時
問
を
す
・
く
、
な

く
す
る
た
め
、
事
前
に
電
話
－
．
、
ご
連

絡
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
’
、
、
す
．
勿
論

直
接
、
お
い
で
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
．
お
問
い
合
せ
は
、
企
画
広
報

係
（
8
七
⊥
一
ニ
ニ
内
二
三
九
）

検
査
に
伺
い
ま
す
。

　
昨
年
の
火
災
原
因
は
上
表
の
と
お

り
で
す
。
特
に
田
畑
の
周
囲
の
枯
草

焼
か
ら
山
火
事
に
な
っ
た
例
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
期
間
中
消
防
本
部
に
お
h

て
防
火
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
の
で

，
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

火
災
の
際
の
電
話
問
合

わ
せ
に
つ
い
て
お
願
い

　
火
災
が
発
生
す
る
と
消
防
署
で
は

火
災
現
場
及
び
、
水
道
水
源
地
、
市

役
所
、
警
察
署
等
関
係
機
関
並
び
に

消
防
団
幹
部
へ
の
連
絡
、
非
番
の
消

防
署
員
の
召
集
等
、
緊
急
な
電
話
連

絡
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
最
近
一
般
の
か
た
か
ら

の
問
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
、
電
話

回
線
か
ふ
さ
が
る
う
え
、
手
不
足
の

た
め
必
要
な
連
絡
が
で
き
ず
、
消
火

活
動
に
も
障
害
を
生
じ
て
い
ま
す
．

　
消
火
活
動
関
係
者
以
外
、
消
防
署

へ
の
問
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
．

人
ロ
動
態

職
業
・
産
業
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
、
人
口

動
態
職
業
、
産
業
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
の
年

に
あ
わ
せ
て
、
五
年
に
一
回
実
施
さ

れ
る
も
の
て
＼
こ
の
年
の
一
年
間
に

発
生
し
た
人
口
動
態
事
象
（
出
生
、

死
亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚
の
五
事

象
）
に
つ
い
て
職
業
（
死
亡
に
つ
い

て
は
産
業
も
）
の
調
査
を
行
い
ま
す
、

　
調
査
は
、
市
民
課
の
窓
口
て
、
出

生
や
死
亡
な
ど
の
届
け
出
を
さ
れ
る

際
に
、
そ
の
届
書
の
「
職
業
（
死
亡

は
産
業
も
）
」
を
具
体
的
に
記
人
し

て
い
た
だ
く
方
法
’
．
、
や
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
社
会

福
祉
、
公
衆
衛
生
、
労
働
衛
生
な
ど

多
方
面
に
わ
た
り
て
重
要
な
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
個
人
的
な
ご

迷
惑
は
一
切
お
か
け
い
た
し
ま
せ
ん
。


